
嬉野市議会議員　 山口卓也

開催月日

開催時間

開催場所

主催者

研修会等の名称

講師等の氏名等

経 費 の 内 容 支 払 先 金 額 （ 円 ）

会場費

講師謝礼

出席者負担金

会費

旅費 ｼﾞｪｯﾄｽﾀｰ
自宅～福岡空港～成田空港～会場

35,600

宿泊費 アパホテル 23,300

合　　　計 58,900

エクスコムグローバル（株）　代表取締役社長　西村　誠司　氏

内容・結果等

【講義名】「不妊治療に参入した理由～経営のプロが考える日本の妊娠・出産の現在と未来」

2012年に海外用WiFiﾚﾝﾀﾙ「イモトのWifi」をｽﾀｰﾄし、2019年にﾒﾃﾞｨｶﾙ事業をｽﾀｰﾄ

2022年６月に不妊治療領域に参入し、現在では日本最大規模の不妊治療ｸﾘﾆｯｸに成長

ｱﾒﾘｶでの自身の不妊治療の経験から日本での着床前遺伝学的検査の普及に尽力。

事業開始ｽﾀｰﾄ時は日本産婦人科学会のﾙｰﾙを無視した形で自由診療でｽﾀｰﾄ、調和を

取れずｽﾀﾝﾄﾞﾌﾟﾚｰに走った反省を経て、現在は保険診療に切り替え学会と協調。

通いやすいｸﾘﾆｯｸを目指し、土日祝日も開院し、夜は22時まで診療。仕事との両立可。

不妊治療は医療ﾒﾃﾞｨｶﾙではなくｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽと捉え十分なｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝをより重視。

治療成績だけ追及したりしない。企業からの相談窓口を設けたり、不妊治療につながる

働き方改革などの啓蒙も実施。会社の成長が目的ではなく、国全体の課題解決に貢献。

【まとめ・感想】立派な考えをもち、実際に行動に移され国の課題解決に真正面から取り

組まれている。感動とともに、不妊の悩みが解消される社会への希望を感じ取れた。

上記活動に要し
た経費

女性のウェルビーイング推進EXPO

（様式３－１）　研究研修活動記録票（研究会、研修会開催又は参加に要する経費）

令和6年10月17日

10：30～11：15

東京ビックサイト

RX Japan株式会社（後援：日本経済団体連合会）



嬉野市議会議員　 山口卓也

開催月日

開催時間

開催場所

主催者

研修会等の名称

講師等の氏名等

中間支援組織とのやり取りで、他の多くの組織との円滑な連携が可能となる。

経 費 の 内 容 支 払 先 金 額 （ 円 ）

会場費 １ページに記載

講師謝礼

出席者負担金

会費 ｼﾞｪｯﾄｽﾀｰ
自宅～福岡空港～成田空港～会場

35,600

旅費

宿泊費

合　　　計 35,600

地方創生ツーリズムEXPO

（様式３－１）　研究研修活動記録票（研究会、研修会開催又は参加に要する経費）

令和6年10月17日

12：30～13：30

東京ビックサイト

TSO　International株式会社

行政は様々なNPOと直接やり取りするというより、この災害中間支援組織と連携すること

（特非）全国災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ支援ﾈｯﾄﾜｰｸ　事務局長　明城　徹也　氏

内容・結果等

【講義名】「能登半島地震への支援とトレーラーハウスの活用」

東日本大震災の教訓からNPO・NGOなどの連携や受入態勢を事前に整備する必要が

あることから全国災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ支援ﾈｯﾄﾜｰｸが設立された。国の防災計画にも位置づけ

られ、行政・社協・NPO当の「三者連携」の必要性とその連携調整に寄与する組織。

で災害時における防災ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動が円滑に行うことができる。佐賀県には一般社団

佐賀災害支援ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑがこれにあたる（←こことの連携が重要）。石川にはなかった。

能登半島地震では、調整の取組として、避難所運営支援、在宅避難者への訪問調査

公費解体の残置物・手続き等への対応、食事の提供など様々なことを実施。炊き出し

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの申し出と、必要な自治体とをﾏｯﾁﾝｸﾞするサイトなどを構築した。

国の報告書には、災害支援への移動型車両・コンテナ等の活用の検討が示されている。

【まとめ・感想】NPOなどの団体は多数あり事前に全てを把握することは難しいが、災害

上記活動に要し
た経費



嬉野市議会議員　 山口卓也

開催月日

開催時間

開催場所

主催者

研修会等の名称

講師等の氏名等

経 費 の 内 容 支 払 先 金 額 （ 円 ）

会場費 １ページに記載

講師謝礼

出席者負担金

会費

旅費

宿泊費

合　　　計 0

国立成育医療研究センター　女性の健康総合センター　センター長　小宮ひろみ氏

内容・結果等

【講義名】「女性の健康総合ｾﾝﾀｰの役割と展望～ﾌｪﾑﾃｯｸの可能性を見据えて～」

今年10月１日に開所。2027年度に建屋の建設。女性が健康で生き生きと活躍できる

社会の創出に貢献し、そのための司令塔機能を発揮していく組織。

女性医学、性差医学の両視点から女性の健康を推進。（米での女性医学発展の経緯）

背景：女性の労働参加率は年々増加。女性人口は減るが更年期世代の人口増加。

働く女性を支えることは社会にとって大きな役割がある。男女の生物学的、生理学的

違いで同じ疾患（生殖器官だけでなく）でも症状や経過が異なる場合がある。

男女でホルモンの値、変化は全く異なる。男性もﾊﾟｰﾄﾅｰとしてかかわる課題である。

【まとめ・課題】ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ平等・多様性の理解・教育の大前提として、男女性差の理解

が重要で、これを省くことなく社会が進展することが女性の活躍に欠かせない。

講義のみならず、展示会全体が女性の活躍を後押しするもので、本市での女性が輝く

まちづくり推進の参考になった。本質的な取組は何かを考える良いきっかけとなった。

上記活動に要し
た経費

女性のウェルビーイング推進EXPO

（様式３－１）　研究研修活動記録票（研究会、研修会開催又は参加に要する経費）

令和6年10月18日

10：00～10：45

東京ビックサイト

RX Japan株式会社（後援：日本経済団体連合会）



嬉野市議会議員　 山口卓也

開催月日

開催時間

開催場所

主催者

研修会等の名称

講師等の氏名等

経 費 の 内 容 支 払 先 金 額 （ 円 ）

会場費 １ページに記載

講師謝礼

出席者負担金

会費

旅費

宿泊費

合　　　計 0

GeoTechnologies　ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ営業部　山本貴裕　氏

TSO　International株式会社

（様式３－１）　研究研修活動記録票（研究会、研修会開催又は参加に要する経費）

令和6年10月18日

13：00～14：00

東京ビックサイト

地方創生ツーリズムEXPO

であると認識した。利用者はポイントを獲得できるのでWin-Winである。まだスタートし

現在は自治体の利用はないと言われたが、今後は普及していくだろうと感じた。

DMOの活動としてﾃﾞｰﾀ活用が重要と学んだが、取り組んでみる価値はありそうだ。

上記活動に要し
た経費

内容・結果等

「ポイ活アプリを活用した高密度人流データの取得と位置情報に基づく効果的な

アンケートとプロモーションについて」　Geo-Resaarchi

仕組み：ポイ活アプリ「トリマ」は移動するだけでポイントが貯まるアプリで、2000万

ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ、ポイ活アプリとしてはﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ数No.1。利用者には位置情報を提供して

もらい、路地裏や進む方向など極めて高精度な人流データを取得することができる。

データ抽出は他のシステムより容易であり、活用する費用は桁が１コ少なくできる。

ｱﾝｹｰﾄやﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝも、例えば嬉野市を訪れた方を限定することができ、ポイント提供

を行うことでｱﾝｹｰﾄ回収率も極めて高い。ｱﾝｹｰﾄに係る効率や経費率に優れている。

【まとめ・感想】人流データやアンケートなどでは属性もわかるので効果的なシステム


